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流産 と血 液凝 固系 の 関連 性 に 関す る検 104　　 　 腹腔 鏡下 に お け る KTP ！532 レ ーザ

ー療 法 の 試 み

旭 川医大

石 川雅嗣 、石川睦 男、清水哲也

帝 京大

池 田 　誠 ，穂垣 正暢 ，竹下 茂樹 ，佐藤公 泰 ，

土 橋
一慶 ，小林 拓 郎 ，冲永 ff　一，荒 井 　清

【囗的】 習慣流産 に 対 し て 免疫療法 や抗血栓療法

な ど が 行 わ れ る よ う に な り、流産 の 病因解明 な ら

び に 治療成績の 向上 が期待 さ れ て い る現況 で あ る 。

今回、血 液凝 固系が流産 とど の よ うに 関連 して い

るかを検討 した 。

【方法】 1． 高い 流産率が報告され て い るCBAIJ

雌 マ ウ ス と DBA ／2J雄 マ ウ ス の 組 み合わせ （CBA ＋

DBA と 略）を mating させ 、排卵当 日 よ り生食 （contr −

oD 、AT 一
皿 （1倍、2倍、　 4 倍）、heparin　qo

単位）、thrombin （5 単位）、トラ ネ キ サ ム 酸（5mg 、

10 皿g）を そ れぞれ 5 日 間腹腔内投与 した。排卵後 12日

目 ec屠殺 し流産率 を検討 した 。 2．　 control とAT 一皿

投 与群 の 生 存例、流産例 の そ れ ぞ れ に つ い て 胎盤

の 組織 学的検 討を行 っ た （HE 染色 、　 PTAH 染色）。

【成績】 1． CBA ＋ DBA の 流産率は 19，4 ％ （36／186）

で あ っ た Ccontrol）。 各種処置群の 流産率は AT 一皿 1

倍 投与 で 10．1 ％ （20！199，p く 0．01 ）、2 倍投与 で 6．9

％ （6！87，p 〈 0，01 ）、4 倍投与 で 8．9 ％ （8／90，　p 〈

0．05 ）、heparin投与 で 11．3 ％
’
（6162） 、thrombin 投

与 で 6．5 ％ C8×123，　 P く 0，005 ）と control と 比較 し

て 明らか に 減少した。しか し ト ラ ネキ サ ム 酸投与は

5mg 投与力i　l8．8 ％ （ユ3169）、10mg投与力i　20．7　％ 　（171

82） で 流産率 の 減少 はな か っ た 。 2．流産例 に は フ ィ

ブ リ ン 血栓 を 証 明 し た が、生存例に は 証 明 で きな か

っ た 。　【結論】 AT − m 、heparin、　thrombin の 投与

は CBA ＋ DBA の 流産率を減少 させ た が 、止血剤 と し

て 使用 され る トラ ネ キ サ ム 酸の 投与 で は流産率 の 減

少はなか っ た。 thrombin の 投 与は内因性 の AT − m を

活性化 し た もの と 考 え られ 、ま た 組織学 的検 討 よ

り胎盤 の フ ィ プ リ ン 血栓が流産 の 原因 と推察 され、

血液凝 固の 抑制 がCBA ＋ DBA の 流産 防 【卜機序 で あ

る こ とが示唆 され た。

【 目的 】近年腹腔 鏡 と ビ デ オ 技術が 進歩 し，そ の

結 果 腹腔 鏡下 で 可 視光 レ
ー

ザ
ーに よ る直視下手術

が 可能 と な っ て き た 。 今回我 々 は ，従 釆 の レ
ーザ

ー
とは異 な る新 し い KTPI 　532 レ ーザ ー装 置 を用

い て ，腹腔 鏡 下 で 各種婦 人科 疾 患 に お ける治療を

試 み た の で
， そ の 成績 を報 告す る 。

【方法 】対 象 と し た 症例 は ，月 経 困 難 症，卵管水

腫 ，外性子 宮内膜症 ， 子 宮筋腫 ，で あ る 。 手術 は ，

全 身麻 酔下 で 腹 腔鏡 を挿 入 し診 断 の 後 ，KTP1

532（Laserscope （UK ）Ltd ．　CA ．　 USA ）レ
ー

ザ

ー手術装置 を用 い て 治療を 行 っ た
。

こ の レ ーザ ー

装 置 の 特徴は ，ガ ラ ス フ ァ イ パ ー
の 先端 を組 織 に

接 触 させ ると蒸 散 ，僅か に 離す と凝 固が で き ，こ

の 操 作 を 繰 り返 す こ と に よ り ，10〜20W で ，蒸散，

凝 固 ，切開，癒着剥離が 可能 と な る事 で あ る 。

【成績 】器 質的所 見を認 め な か っ た 月経困難症 々

例 に 対 し て 腹腔鏡 子 宮仙 骨神経 剰離 （LUNA ）を施

行 した と こ ろ ，次回 の 月経期よ りの 臨床 症状 の 改

善 が得 られ た （313 ）。卵管 水腫 症例 で は ，典 型 的

な 卵管菜閉塞例 に対 し て 開 窓術 が 可能 で あ っ た 。

外 性 子 宮内 膜症 で は ，い わ ゆ る blue　 berry 　spot ，

powder 　 burn 等 の 出血 性病変 に 対す る 蒸散 ，繊 維

性癒着 に 対す る癒着剥離 に 有効 で あ っ た と と もに

（213 ），鶏 卵大 の チ ョ コ レ ー ト 嚢胞 の 穿刺 ・吸 引

も可能 で あ っ た 。 子宮 筋腫 に 対 して は ，筋 層 内筋

腫 に 試み た が KTP1532 レ ーザ ー
の み で は ， 出

血 の コ ン ト ロ
ール が 不 可能 で あ っ た 。 な お 本術 式

に よ る ， 術中術後合併症は 一例 も認め な か っ た 。

【結 論 】以上 の 臨 床成 績よ り ，KTPt532 　レ
ー

ザ ー装置を 用 い る事 に よ っ て ， 従来 と異 な っ た 腹

腔 鏡下 で の 手術 療 法が 可能 と な っ た 。
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